
評点

樹 勢

樹 形

枝 の
伸 張 量

梢や上枝
の先端の
枯 損

下枝の先
端の枯損

大枝・幹の
欠 損

枝 葉 の
密 度

葉（芽）の
大 き さ

葉 色

樹皮の傷
(剥皮 ･壊
死 )

樹 皮 の
新陳代謝

胴 吹 き
ひ こ ば え

衰退度判定基準

下からの萌芽枝の
みわずかに成長

ほとんど完全に崩壊

ほとんど枯死

ほとんど枝葉がない

大枝・幹の上半分が
欠けている

ほとんど健全な枝端
がない

梢端・主枝がない

枝葉量が極めて少
なく、胴吹き、ひこば

えが多い

大部分が薄い緑色

枝葉量が極めて少
なく、胴吹き、ひこば

えも少ない

樹皮の大部分が壊
死

大きな空洞、剥がれ
がある

わずかな葉（芽）し
かなく、それも小さい

薄い緑色と黄色、赤
褐色のみ

著しく多い、大きな
切断がある

著しく目立つ、大きく
切断されている

枯枝が多く葉の発
生が少なく著しく疎

全体に著しく小さい

傷からの腐朽が著し
い

著しく活力が無く衰
弱気味である

かなり目立つ

かなり多い、切断が
目立つ

かなり多い

枝は短くなり細い

自然樹形の崩壊が
かなり進んでいる

異常が明らかに認
められる

0に比べてやや劣る

所々に小さい葉
（芽）がある

やや薄いが緑色を
保っている

枝葉量が少なく胴
吹き、ひこばえがあ

る

全体に樹皮に活力
がない

古傷が残る

全体にやや小さい

黄色、赤褐色の葉
が目立つ

やや疎

な　し

な　し

枝と葉の密度のバラ
ンスがとれている

葉（芽）がすべて
十分な大きさ

幾分影響を受けて
いるが、あまりめだた

ない

若干の乱れはある
が、自然樹形に近

い

幾分少ないが、目
立たない

少しあるがあまり目
立たない

少しあるがあまり目
立たない

少しあるが回復して
いる

2 3

旺盛な生育状態を
示し被害が全くみら

れない

自然樹形を保って
いる

正　常

な　し

生育状態が極めて
劣悪である

自然樹形がほぼ崩
壊し、奇形化してい

る

枝は極度に短小、
しょうが状の節間が

ある

著しく多い

Ⅰ

不良

0.8未満

衰退度＝各項目の評価値の合計÷評価項目数

２．　地上部の衰退度判定票

評　　　価　　　基　　　準

4

評　価

項　目 0 1

枯死寸前

Ⅱ Ⅲ Ⅴ

0.8～1.6未満 1.6～2.4未満 2.4～3.2未満 3.2以上

著しく不良

Ⅳ

全体に濃い緑色を
保っている

衰退度
区分

良 やや不良

傷などほとんどなし

樹皮は新鮮な色を
していて新陳代謝
が活発である

枝葉量が多く、胴吹
きひこばえもない

穿孔・傷が少しある
が、あまり目立たな

い

大部分は新鮮だが
所々不活発な部分

がある

枝葉量は多いが胴
吹きあるいはひこば

えもある


